
常翔学園学校
法人

学園創立100周年記念募金

大阪工業大学

募金趣意書

大阪工業大学への

ご寄付をお考えの皆様へ

学長ご挨拶

　学校法人常翔学園は、1922年にその起源となる関西工学専修学校が、「世のため、
人のため、地域のため、理論に裏付けられた実践的技術をもち、現場で活躍できる専
門職業人を育成する」という建学の精神に基づき創設されて以来、2022年に記念すべ
き学園創立100周年を迎えます。この建学の精神は、1949年の大阪工業大学開学以降
も、その教育の理念に引き継がれ、「社会・時代の要請に応え、専門学術の基礎と実践
的応用力を身に付けるとともに、広い視野と豊かな人間性を涵養し、新しい知的・技
術的創造を目指す開拓者精神にあふれた、心身ともにたくましい専門職業人を育成す
る」ことに努めてまいりました。
　さて、我が国においても、Society 5.0の実現に向けての様々な取り組みが現在進行
形で実施されています。その実現に際しては、社会的課題を認識したうえで、IoT、ロボッ
ト、AIやデータサイエンスなどの最先端の技術と知識を駆使して社会に貢献できる技
術者を育成することがますます重要となってきます。本学は、工学部、ロボティクス
＆デザイン工学部、情報科学部、知的財産学部を有し、2021年度には、情報科学部に
5番目の学科「データサイエンス学科」を開設いたしました。これを契機に学部間の有
機的繋がりをさらに深め、今後も「主体的に行動できる専門職業人の育成」に努めて
いくとともに、従来から取り組んでいる “卒業時における質保証” をさらに進めるこ
とにより、新たな時代に貢献できる人材の継続的な輩出を目指していく所存です。
　また、現在は予測不可能な時代とも言われています。異常気象を含む様々な自然災
害や新型コロナウィルスの蔓延による社会・経済活動の停滞など、大学や学生ならび
にその保護者の方々を取り巻く環境にも日々変化が生じています。少子化により大学
進学者が減少していく将来において、財政基盤をしっかりと整えたうえで、教育・研
究活動を進め、優秀な卒業生を輩出し続けることが本学に課せられた使命と考えてお
ります。
　もちろん、大学としての自助努力を継続していくことは当然の義務と考えておりま
すが、本学の使命を永続的に果たしていくためには、卒業生・修了生をはじめとする
本学関係各位からのご支援が不可欠でございます。厳しい社会情勢のもと、甚だ勝手
なお願いとなり恐縮ではございますが、大阪工業大学の一層の発展・充実に向けてご
支援・ご高配を賜りますようお願い申し上げます。

大阪工業大学

学長　

■寄付金に対する税制上の優遇措置
◉個人の場合

●税額控除
寄付金額から2千円を引いた額の40％が税額控除対象額とな
ります。税率に関係なく所得税額から控除されるため、ほとん
どのご寄付について、つぎの所得控除より減税効果が大きく
なります。

●所得控除（特定公益増進法人に対する寄付金）
所得控除を行った後に税率を掛け、所得税額を算出します。
所得金額に比べて寄付金額が大きい場合には、税額控除より
減税効果が大きくなります。

※1 翌年の確定申告で「税額控除」「所得控除」のいずれかを選択でき
ます。

※2 2千円以下の寄付金は、寄付金控除の対象とはなりません。
※3 税法は変更されることがありますので、国税庁のホームページ

をご確認ください。

●個人住民税の寄付金税額控除
個人が本学園に寄付した場合、ご住所により確定申告を行う
ことで、左記の税額控除・所得控除のほか、個人住民税の控
除を受けることができる場合があります。個人住民税には、
①都道府県民税と②市町村民税の2種類があります。
主な本学園の控除については以下の表（2022年4月1日現在）
のとおりです。

◉法人（企業）の場合
※寄付申込時に次のいずれかをご選択ください。

●受配者指定寄付金
日本私立学校振興・共済事業団を経由して本学園に寄付することで、
寄付金の全額を当該事業年度の損金に算入することができます。この
適用を受けるには、本学園宛の寄付申込書とともに同封の同事業団宛
の寄付申込書〔様式1-1〕もご送付ください（送付は本学園へお願いい
たします。本学園から同事業団へ転送します）。
なお、この場合、同事業団から寄付金受領書（領収書）が発行されま
すが、発行までには本学園へのご入金から約1か月半～2か月程度を
要します（受領書の発行日は本学園から同事業団へ寄付金を転送し
た日付となります）。このため、決算月にご寄付をお考えの際は、以下の
お問い合わせ先まで事前（決算月の前月20日まで）にご相談ください。

●特定公益増進法人に対する寄付金
本学園は、寄付金募集について、文部科学省から特定公益
増進法人の証明書交付を受けています。法人等から本学園
への直接の寄付につき、損金算入限度額内※で損金に算入
することができます。損金算入手続きにあたっては、本学
園が入金確認後に発行・送付する領収書と特定公益増進法
人証明書（写）が必要です。

※（資本金の金額×0.375％＋当期所得金額×6.25％）×1/2

上記以外については、寄付金控除の取り扱いが異なりますので、居住
している都道府県・市区町村の条例・HP等でご確認いただきますよう
お願い申し上げます。

①都道府県民税 ②市町村民税
居住地 控除 居住地 控除居住地 控除
大阪府 ○
京都府 ×
広島県 ○

大阪府大阪市 ○ 広島県広島市 × 
大阪府寝屋川市 ○ 広島県呉市 ○
大阪府枚方市 ○ 広島県東広島市 ○
京都府八幡市 ×

《お問い合わせ先》
学校法人常翔学園 創立100周年記念事業事務室

〒535-8585 大阪市旭区大宮5-16-1
電 話（06）6954-4789　FAX（06）6954-6481

E-mail：Jigyo@josho.ac . jp
HP：https ://www.josho.ac . jp/100th/donations/

学園創立100周年記念募金　募集事業一覧

各事業の詳細は
中面をご覧ください。

キャンパス整備事業
キャンパスの整備にご寄付いただくことができます。

学校運営支援事業
教育・研究をはじめ学校運営全般にご寄付いただく
ことができます。

プロジェクト支援事業
学内のプロジェクト活動をご支援いただくことができます。

課外活動支援事業
クラブ活動をご支援いただくことができます。

奨学金充実事業
学生を支援する奨学金としてご寄付いただくことが
できます。

学園創立100周年記念募金のご案内

❖ 寄付金の募集目的及び使途 ❖

❖ 寄付金の募集目標額及び対象 ❖

❖ 寄付金の募集期間 ❖

［目的］ 学園創立100周年を記念して、教育および研究の振興・充実を図るため

［使途］ 教育および研究の振興・充実を図るための経費ならびに設備機器等の取得費用に充当　

［募金目標額］ ［募金対象］ 趣旨に賛同する個人、法人及び団体20億円

2019年4月1日～2023年3月31日

受付銀行へのお願い お払込みについて
1．受付日付欄に、必ず４票とも領収印を押してく  

 ださい。

2．振込金受領書（払込金受領証）は、払込人にお  

 渡しください。

3．振込通知書と払込票を、至急指定銀行とりまと  

 め店に送付してください。

4．振込人氏名の他に記載の管理番号も電信してく  

 ださい。

（指定銀行とりまとめ店）

　・三菱UFJ銀行　京阪京橋支店　普通0512550

1． この払込用紙は、郵便局・銀行の 
 どちらでもご利用いただけます。
2． ＡTM（現金自動預払機）による 
 お払込みはしないでください。
3． この払込用紙は、払込内容を明記 
 した受領証を保管願うため、特に 
 ４連式で承認を受けたものです。 
 お払込みの際は、必ず４連とも金 
 額、氏名をご記入のうえ、郵便局 
 又は銀行へお出しください。
4． この払込用紙で、郵便局又は左記 
 の指定銀行の本支店をご利用にな 
 れば払込手数料はいりません。

 （その他の銀行からのお振込みの場合 
 は、所定の手数料が必要です。）

（ご注意）
・この用紙は、機械で処理します
ので、金額を記入する際は、枠内
にはっきりと記入してください。
また、本票を汚したり、折り曲げ
たりしないでください。
・この用紙は、ゆうちょ銀行又は
郵便局の払込機能付きＡＴＭでも
ご利用いただけます。
・この払込書を、ゆうちょ銀行又
は郵便局の渉外員にお預けになる
ときは、引換えに預り証を必ずお
受け取りください。
・ご依頼人様からご提出いただき
ました払込書に記載されたおとこ
ろ、おなまえ等は、加入者様に通
知されます｡
・この受領証は、払込みの証拠と
なるものですから大切に保管して
ください。

印

収入印紙

課税相当額以上
貼　　　付

この場所には、何も記載しないでください。
（2022.04）



常翔学園学校
法人

学園創立100周年記念募金

大阪工業大学

募金趣意書

大阪工業大学への

ご寄付をお考えの皆様へ

学長ご挨拶

　学校法人常翔学園は、1922年にその起源となる関西工学専修学校が、「世のため、
人のため、地域のため、理論に裏付けられた実践的技術をもち、現場で活躍できる専
門職業人を育成する」という建学の精神に基づき創設されて以来、2022年に記念すべ
き学園創立100周年を迎えます。この建学の精神は、1949年の大阪工業大学開学以降
も、その教育の理念に引き継がれ、「社会・時代の要請に応え、専門学術の基礎と実践
的応用力を身に付けるとともに、広い視野と豊かな人間性を涵養し、新しい知的・技
術的創造を目指す開拓者精神にあふれた、心身ともにたくましい専門職業人を育成す
る」ことに努めてまいりました。
　さて、我が国においても、Society 5.0の実現に向けての様々な取り組みが現在進行
形で実施されています。その実現に際しては、社会的課題を認識したうえで、IoT、ロボッ
ト、AIやデータサイエンスなどの最先端の技術と知識を駆使して社会に貢献できる技
術者を育成することがますます重要となってきます。本学は、工学部、ロボティクス
＆デザイン工学部、情報科学部、知的財産学部を有し、2021年度には、情報科学部に
5番目の学科「データサイエンス学科」を開設いたしました。これを契機に学部間の有
機的繋がりをさらに深め、今後も「主体的に行動できる専門職業人の育成」に努めて
いくとともに、従来から取り組んでいる “卒業時における質保証” をさらに進めるこ
とにより、新たな時代に貢献できる人材の継続的な輩出を目指していく所存です。
　また、現在は予測不可能な時代とも言われています。異常気象を含む様々な自然災
害や新型コロナウィルスの蔓延による社会・経済活動の停滞など、大学や学生ならび
にその保護者の方々を取り巻く環境にも日々変化が生じています。少子化により大学
進学者が減少していく将来において、財政基盤をしっかりと整えたうえで、教育・研
究活動を進め、優秀な卒業生を輩出し続けることが本学に課せられた使命と考えてお
ります。
　もちろん、大学としての自助努力を継続していくことは当然の義務と考えておりま
すが、本学の使命を永続的に果たしていくためには、卒業生・修了生をはじめとする
本学関係各位からのご支援が不可欠でございます。厳しい社会情勢のもと、甚だ勝手
なお願いとなり恐縮ではございますが、大阪工業大学の一層の発展・充実に向けてご
支援・ご高配を賜りますようお願い申し上げます。

大阪工業大学

学長　

■寄付金に対する税制上の優遇措置
◉個人の場合

●税額控除
寄付金額から2千円を引いた額の40％が税額控除対象額とな
ります。税率に関係なく所得税額から控除されるため、ほとん
どのご寄付について、つぎの所得控除より減税効果が大きく
なります。

●所得控除（特定公益増進法人に対する寄付金）
所得控除を行った後に税率を掛け、所得税額を算出します。
所得金額に比べて寄付金額が大きい場合には、税額控除より
減税効果が大きくなります。

※1 翌年の確定申告で「税額控除」「所得控除」のいずれかを選択でき
ます。

※2 2千円以下の寄付金は、寄付金控除の対象とはなりません。
※3 税法は変更されることがありますので、国税庁のホームページ

をご確認ください。

●個人住民税の寄付金税額控除
個人が本学園に寄付した場合、ご住所により確定申告を行う
ことで、左記の税額控除・所得控除のほか、個人住民税の控
除を受けることができる場合があります。個人住民税には、
①都道府県民税と②市町村民税の2種類があります。
主な本学園の控除については以下の表（2022年4月1日現在）
のとおりです。

◉法人（企業）の場合
※寄付申込時に次のいずれかをご選択ください。

●受配者指定寄付金
日本私立学校振興・共済事業団を経由して本学園に寄付することで、
寄付金の全額を当該事業年度の損金に算入することができます。この
適用を受けるには、本学園宛の寄付申込書とともに同封の同事業団宛
の寄付申込書〔様式1-1〕もご送付ください（送付は本学園へお願いい
たします。本学園から同事業団へ転送します）。
なお、この場合、同事業団から寄付金受領書（領収書）が発行されま
すが、発行までには本学園へのご入金から約1か月半～2か月程度を
要します（受領書の発行日は本学園から同事業団へ寄付金を転送し
た日付となります）。このため、決算月にご寄付をお考えの際は、以下の
お問い合わせ先まで事前（決算月の前月20日まで）にご相談ください。

●特定公益増進法人に対する寄付金
本学園は、寄付金募集について、文部科学省から特定公益
増進法人の証明書交付を受けています。法人等から本学園
への直接の寄付につき、損金算入限度額内※で損金に算入
することができます。損金算入手続きにあたっては、本学
園が入金確認後に発行・送付する領収書と特定公益増進法
人証明書（写）が必要です。

※（資本金の金額×0.375％＋当期所得金額×6.25％）×1/2

上記以外については、寄付金控除の取り扱いが異なりますので、居住
している都道府県・市区町村の条例・HP等でご確認いただきますよう
お願い申し上げます。

①都道府県民税 ②市町村民税
居住地 控除 居住地 控除居住地 控除
大阪府 ○
京都府 ×
広島県 ○

大阪府大阪市 ○ 広島県広島市 × 
大阪府寝屋川市 ○ 広島県呉市 ○
大阪府枚方市 ○ 広島県東広島市 ○
京都府八幡市 ×

《お問い合わせ先》
学校法人常翔学園 創立100周年記念事業事務室

〒535-8585 大阪市旭区大宮5-16-1
電 話（06）6954-4789　FAX（06）6954-6481

E-mail：Jigyo@josho.ac . jp
HP：https ://www.josho.ac . jp/100th/donations/

学園創立100周年記念募金　募集事業一覧

各事業の詳細は
中面をご覧ください。

キャンパス整備事業
キャンパスの整備にご寄付いただくことができます。

学校運営支援事業
教育・研究をはじめ学校運営全般にご寄付いただく
ことができます。

プロジェクト支援事業
学内のプロジェクト活動をご支援いただくことができます。

課外活動支援事業
クラブ活動をご支援いただくことができます。

奨学金充実事業
学生を支援する奨学金としてご寄付いただくことが
できます。

学園創立100周年記念募金のご案内

❖ 寄付金の募集目的及び使途 ❖

❖ 寄付金の募集目標額及び対象 ❖

❖ 寄付金の募集期間 ❖

［目的］ 学園創立100周年を記念して、教育および研究の振興・充実を図るため

［使途］ 教育および研究の振興・充実を図るための経費ならびに設備機器等の取得費用に充当　

［募金目標額］ ［募金対象］ 趣旨に賛同する個人、法人及び団体20億円

2019年4月1日～2023年3月31日

受付銀行へのお願い お払込みについて
1．受付日付欄に、必ず４票とも領収印を押してく  

 ださい。

2．振込金受領書（払込金受領証）は、払込人にお  

 渡しください。

3．振込通知書と払込票を、至急指定銀行とりまと  

 め店に送付してください。

4．振込人氏名の他に記載の管理番号も電信してく  

 ださい。

（指定銀行とりまとめ店）

　・三菱UFJ銀行　京阪京橋支店　普通0512550

1． この払込用紙は、郵便局・銀行の 
 どちらでもご利用いただけます。
2． ＡTM（現金自動預払機）による 
 お払込みはしないでください。
3． この払込用紙は、払込内容を明記 
 した受領証を保管願うため、特に 
 ４連式で承認を受けたものです。 
 お払込みの際は、必ず４連とも金 
 額、氏名をご記入のうえ、郵便局 
 又は銀行へお出しください。
4． この払込用紙で、郵便局又は左記 
 の指定銀行の本支店をご利用にな 
 れば払込手数料はいりません。

 （その他の銀行からのお振込みの場合 
 は、所定の手数料が必要です。）

（ご注意）
・この用紙は、機械で処理します
ので、金額を記入する際は、枠内
にはっきりと記入してください。
また、本票を汚したり、折り曲げ
たりしないでください。
・この用紙は、ゆうちょ銀行又は
郵便局の払込機能付きＡＴＭでも
ご利用いただけます。
・この払込書を、ゆうちょ銀行又
は郵便局の渉外員にお預けになる
ときは、引換えに預り証を必ずお
受け取りください。
・ご依頼人様からご提出いただき
ました払込書に記載されたおとこ
ろ、おなまえ等は、加入者様に通
知されます｡
・この受領証は、払込みの証拠と
なるものですから大切に保管して
ください。

印

収入印紙

課税相当額以上
貼　　　付

この場所には、何も記載しないでください。
（2022.04）



常翔学園学校
法人

学園創立100周年記念募金

大阪工業大学

募金趣意書

大阪工業大学への

ご寄付をお考えの皆様へ

学長ご挨拶

　学校法人常翔学園は、1922年にその起源となる関西工学専修学校が、「世のため、
人のため、地域のため、理論に裏付けられた実践的技術をもち、現場で活躍できる専
門職業人を育成する」という建学の精神に基づき創設されて以来、2022年に記念すべ
き学園創立100周年を迎えます。この建学の精神は、1949年の大阪工業大学開学以降
も、その教育の理念に引き継がれ、「社会・時代の要請に応え、専門学術の基礎と実践
的応用力を身に付けるとともに、広い視野と豊かな人間性を涵養し、新しい知的・技
術的創造を目指す開拓者精神にあふれた、心身ともにたくましい専門職業人を育成す
る」ことに努めてまいりました。
　さて、我が国においても、Society 5.0の実現に向けての様々な取り組みが現在進行
形で実施されています。その実現に際しては、社会的課題を認識したうえで、IoT、ロボッ
ト、AIやデータサイエンスなどの最先端の技術と知識を駆使して社会に貢献できる技
術者を育成することがますます重要となってきます。本学は、工学部、ロボティクス
＆デザイン工学部、情報科学部、知的財産学部を有し、2021年度には、情報科学部に
5番目の学科「データサイエンス学科」を開設いたしました。これを契機に学部間の有
機的繋がりをさらに深め、今後も「主体的に行動できる専門職業人の育成」に努めて
いくとともに、従来から取り組んでいる “卒業時における質保証” をさらに進めるこ
とにより、新たな時代に貢献できる人材の継続的な輩出を目指していく所存です。
　また、現在は予測不可能な時代とも言われています。異常気象を含む様々な自然災
害や新型コロナウィルスの蔓延による社会・経済活動の停滞など、大学や学生ならび
にその保護者の方々を取り巻く環境にも日々変化が生じています。少子化により大学
進学者が減少していく将来において、財政基盤をしっかりと整えたうえで、教育・研
究活動を進め、優秀な卒業生を輩出し続けることが本学に課せられた使命と考えてお
ります。
　もちろん、大学としての自助努力を継続していくことは当然の義務と考えておりま
すが、本学の使命を永続的に果たしていくためには、卒業生・修了生をはじめとする
本学関係各位からのご支援が不可欠でございます。厳しい社会情勢のもと、甚だ勝手
なお願いとなり恐縮ではございますが、大阪工業大学の一層の発展・充実に向けてご
支援・ご高配を賜りますようお願い申し上げます。

大阪工業大学

学長　

■寄付金に対する税制上の優遇措置
◉個人の場合

●税額控除
寄付金額から2千円を引いた額の40％が税額控除対象額とな
ります。税率に関係なく所得税額から控除されるため、ほとん
どのご寄付について、つぎの所得控除より減税効果が大きく
なります。

●所得控除（特定公益増進法人に対する寄付金）
所得控除を行った後に税率を掛け、所得税額を算出します。
所得金額に比べて寄付金額が大きい場合には、税額控除より
減税効果が大きくなります。

※1 翌年の確定申告で「税額控除」「所得控除」のいずれかを選択でき
ます。

※2 2千円以下の寄付金は、寄付金控除の対象とはなりません。
※3 税法は変更されることがありますので、国税庁のホームページ

をご確認ください。

●個人住民税の寄付金税額控除
個人が本学園に寄付した場合、ご住所により確定申告を行う
ことで、左記の税額控除・所得控除のほか、個人住民税の控
除を受けることができる場合があります。個人住民税には、
①都道府県民税と②市町村民税の2種類があります。
主な本学園の控除については以下の表（2022年4月1日現在）
のとおりです。

◉法人（企業）の場合
※寄付申込時に次のいずれかをご選択ください。

●受配者指定寄付金
日本私立学校振興・共済事業団を経由して本学園に寄付することで、
寄付金の全額を当該事業年度の損金に算入することができます。この
適用を受けるには、本学園宛の寄付申込書とともに同封の同事業団宛
の寄付申込書〔様式1-1〕もご送付ください（送付は本学園へお願いい
たします。本学園から同事業団へ転送します）。
なお、この場合、同事業団から寄付金受領書（領収書）が発行されま
すが、発行までには本学園へのご入金から約1か月半～2か月程度を
要します（受領書の発行日は本学園から同事業団へ寄付金を転送し
た日付となります）。このため、決算月にご寄付をお考えの際は、以下の
お問い合わせ先まで事前（決算月の前月20日まで）にご相談ください。

●特定公益増進法人に対する寄付金
本学園は、寄付金募集について、文部科学省から特定公益
増進法人の証明書交付を受けています。法人等から本学園
への直接の寄付につき、損金算入限度額内※で損金に算入
することができます。損金算入手続きにあたっては、本学
園が入金確認後に発行・送付する領収書と特定公益増進法
人証明書（写）が必要です。

※（資本金の金額×0.375％＋当期所得金額×6.25％）×1/2

上記以外については、寄付金控除の取り扱いが異なりますので、居住
している都道府県・市区町村の条例・HP等でご確認いただきますよう
お願い申し上げます。

①都道府県民税 ②市町村民税
居住地 控除 居住地 控除居住地 控除
大阪府 ○
京都府 ×
広島県 ○

大阪府大阪市 ○ 広島県広島市 × 
大阪府寝屋川市 ○ 広島県呉市 ○
大阪府枚方市 ○ 広島県東広島市 ○
京都府八幡市 ×

《お問い合わせ先》
学校法人常翔学園 創立100周年記念事業事務室

〒535-8585 大阪市旭区大宮5-16-1
電 話（06）6954-4789　FAX（06）6954-6481

E-mail：Jigyo@josho.ac . jp
HP：https ://www.josho.ac . jp/100th/donations/

学園創立100周年記念募金　募集事業一覧

各事業の詳細は
中面をご覧ください。

キャンパス整備事業
キャンパスの整備にご寄付いただくことができます。

学校運営支援事業
教育・研究をはじめ学校運営全般にご寄付いただく
ことができます。

プロジェクト支援事業
学内のプロジェクト活動をご支援いただくことができます。

課外活動支援事業
クラブ活動をご支援いただくことができます。

奨学金充実事業
学生を支援する奨学金としてご寄付いただくことが
できます。

学園創立100周年記念募金のご案内

❖ 寄付金の募集目的及び使途 ❖

❖ 寄付金の募集目標額及び対象 ❖

❖ 寄付金の募集期間 ❖

［目的］ 学園創立100周年を記念して、教育および研究の振興・充実を図るため

［使途］ 教育および研究の振興・充実を図るための経費ならびに設備機器等の取得費用に充当　

［募金目標額］ ［募金対象］ 趣旨に賛同する個人、法人及び団体20億円

2019年4月1日～2023年3月31日

受付銀行へのお願い お払込みについて
1．受付日付欄に、必ず４票とも領収印を押してく  

 ださい。

2．振込金受領書（払込金受領証）は、払込人にお  

 渡しください。

3．振込通知書と払込票を、至急指定銀行とりまと  

 め店に送付してください。

4．振込人氏名の他に記載の管理番号も電信してく  

 ださい。

（指定銀行とりまとめ店）

　・三菱UFJ銀行　京阪京橋支店　普通0512550

1． この払込用紙は、郵便局・銀行の 
 どちらでもご利用いただけます。
2． ＡTM（現金自動預払機）による 
 お払込みはしないでください。
3． この払込用紙は、払込内容を明記 
 した受領証を保管願うため、特に 
 ４連式で承認を受けたものです。 
 お払込みの際は、必ず４連とも金 
 額、氏名をご記入のうえ、郵便局 
 又は銀行へお出しください。
4． この払込用紙で、郵便局又は左記 
 の指定銀行の本支店をご利用にな 
 れば払込手数料はいりません。

 （その他の銀行からのお振込みの場合 
 は、所定の手数料が必要です。）

（ご注意）
・この用紙は、機械で処理します
ので、金額を記入する際は、枠内
にはっきりと記入してください。
また、本票を汚したり、折り曲げ
たりしないでください。
・この用紙は、ゆうちょ銀行又は
郵便局の払込機能付きＡＴＭでも
ご利用いただけます。
・この払込書を、ゆうちょ銀行又
は郵便局の渉外員にお預けになる
ときは、引換えに預り証を必ずお
受け取りください。
・ご依頼人様からご提出いただき
ました払込書に記載されたおとこ
ろ、おなまえ等は、加入者様に通
知されます｡
・この受領証は、払込みの証拠と
なるものですから大切に保管して
ください。

印

収入印紙

課税相当額以上
貼　　　付

この場所には、何も記載しないでください。
（2022.04）



募 集 事 業（大阪工業大学へのご寄付）

　学校運営支援事業
本学が進める教育研究活動等をご支援いただく募金です。諸活動に必要な経費に充当します。

　プロジェクト支援事業
　推進プロジェクト
①OITグローバル人材育成プロジェクト

専門的技術や知識を持ち、異文化の中で業務が遂行できる
時代が求めるグローバル人材を育成します。

　対象プロジェクト 
国際PBLプログラム、海外研究支援プログラム、
交換留学、海外インターンシップ支援　ほか

②OIT学生チャレンジプロジェクト
学生が主体となって取り組み、様々な課題にチャレンジすることで
計画力、実践力、技術力、課題解決能力、コミュニケーション力を培い、
新しい知的・技術的創造を目指す開拓者精神にあふれた、心身ともに
たくましい専門職業人を育成します。

　対象プロジェクト
人力飛行機プロジェクト、ソーラーカープロジェクト、
学生フォーミュラプロジェクト、ロボットプロジェクト、
ロボカップ＠ホームリーグプロジェクト、Hirathon、
知財PR隊プロジェクト

③OIT地域連携推進プロジェクト
本学の知的・人的資源を活用し、地域・社会の課題解決に取り組む
とともに本学の教育・学術研究機能を高め、地域・社会の発展と
人材育成に寄与します。

　対象プロジェクト
奈良県川上村・十津川村地域活性化プロジェクト、
大阪市旭区・枚方市等連携推進プロジェクト、
梅田キャンパス地域連携プロジェクト

　奨学金充実事業
寄付金を基金とし、運用果実を奨学金として経済的に困窮する在学生に給付します。

　キャンパス整備事業
大学におけるキャンパスの整備費に充当します。

　課外活動支援事業
クラブ活動を支援します。指定の団体（学校公認の団体に限る）の活動資金とします。

体育会本部
陸上競技部
柔道部
剣道部
空手道部
北道院拳法部
洋弓部
ラグビー部
ボクシング部
サッカー部
ハンドボール部
バレーボール部
バスケットボール部
卓球部
バドミントン部
硬式庭球部
軟式庭球部
硬式野球部
漕艇部
準硬式野球部

水上競技部
航空部
アイスホッケー部
自動車部
クライミングスポーツ部
ワンダーフォーゲル部
合気拳法部
体操部
ゴルフ部
サイクリング部
スキー部
カヌー部
アメリカンフットボール部
ソフトボール部
テコンドー部
フットサル部
合気道部
ストリートダンス部
情報科学部軟式野球部

文化会本部
土木文化研究部
建築文化研究部
電気科学研究部
機械工学研究部
応用化学研究部
電子工学研究部
知財推進部
生命工学研究部
環境工学研究部
美術部
写真研究部
演劇部
茶道部
ユースホステル部
鉄道研究部
将棋部
漫画研究部
天文学研究部
E.S.S.（English Speaking Society）
書道部
城北水辺クラブ

軽音楽部
マンドリン部
フォークソング部
ウインドアンサンブル
OCF軽音楽部
コーラス部
空間デザイン研究部
OIT梅田ボランティア部
梅田ロボットプログラミング部
デザイン思考実践研究部
ピアノの会
イベントクリエイター部
H×Sコンピュータ部
Creative NG
Creative Sound Lab.
情報科学部軽音部
ubiquitous Robot Lab.
ジャグリングクラブ
Visual Acanthus Creation
情報科学部文化表現部
情報科学部写真部
情報科学部映画研究部
模型部

文化会クラブ体育会クラブ

城北祭実行委員会
茶屋町祭実行委員会
北山祭実行委員会
應援團

ボランティア・Link.
陶芸部
国際友好部
留学生友好会

その他諸団体

（2022年4月1日現在）

<インターネット申込みの場合は不要です>
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これより下部には何も記入しないでください。
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振替払込請求書兼受領証（振込金(兼手数料)受領書）
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（ゆうちょ銀行）

20
通 常 払 込 料 金
加 入 者 負 担

通常払込
料金加入
者 負 担

3 0 0 0 0

3 0 0 0 0 3 0 0 0 0

0 0 9 6 0 9 1 1 8 7 6 0

学校法人　常翔学園
三菱UFJ銀行　京阪京橋支店　普通No.0512550

学校法人　常翔学園

1 1 8 7 6 0

三菱UFJ銀行　京阪京橋支店　普通No.0512550

様

0 0 9 6 0 9
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三菱UFJ銀行　京阪京橋支店　普通No.0512550 三菱UFJ銀行　京阪京橋支店　普通No.0512550

0 0 9 6 0

電信扱い

口 座 記 号 番 号
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ト
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※特定の対象プロジェクトを指定して寄付をご希望の場合は、申込みの際に当該プロジェクト名を自由記入欄にご記入ください。

◉書面によるお申込み
※個人・団体・法人（企業）のみ。教職員はご利用できません。

・右記の寄付申込書（ホームページからも出力できます）に必要事
項をご記入のうえ、本学園創立100周年記念事業事務室にご送
付（郵送またはFAX）ください。

・寄付金は、付属の払込取扱票に必要事項をご記入のうえ、各金融
機関でお振り込みください。お申込み・入金の双方の確認後、領
収書を発行します。

・但し、法人（企業）の皆様は申込様式が異なりますので、同封の
「法人用申込書」をご利用ください（ホームページからも出力で
きます）。

・付属の払込取扱票をご利用のうえ、郵便局（郵便振替）、三菱UFJ
銀行からお振込いただく場合、振込手数料は無料です。
ただし、郵便局でかつ、現金でお振り込みいただく場合は加算料
金110円が寄付者様に請求されますのでご注意ください。

・上記以外の金融機関からお振込みいただく際や、付属の払込取
扱票を使用されなかった際に発生する手数料は、寄付者様のご
負担となりますので、ご了承くださいますようお願いいたします。

【連絡・送付先】
〒535-8585 大阪市旭区大宮5-16-1
学校法人常翔学園　創立100周年記念事業事務室
TEL：06-6954-4789　FAX：06-6954-6481
《振込先口座（インターネット・書面によるお申込み共通）》
 ・三菱UFJ銀行　京阪京橋支店

普通　口座番号　0512550
学校法人常翔学園　理事長　西村 泰志

（ガッコウホウジンジョウショウガクエン　リジチョウ　ニシムラヤスシ）

 ・郵便局　郵便振替　口座記号番号 00960-9-118760
学校法人常翔学園（ガッコウホウジンジョウショウガクエン）

スマートフォン・タブレット・
パソコン対応で、
クレジットカード・
コンビニ支払いなど
多彩な決済方法を
用意しています。
※法人の皆様は書面によるお申込みのみとなります。

必ずお申込み（インターネットまたは書面）と入金の両方の手続きをお願いいたします。
お申込み手続きがない場合は、事務局にて指定事業が確認できないため、法人指定の
「学園運営支援事業」への寄付として取扱いさせていただきます。
また、領収書発行ができない場合もありますのでご了承ください。

注
意

スマートフォン・タブレット・パソコン対応

https://www.josho.ac.jp/100th/donations/URL

お申込みは、学園創立100周年記念サイトから

ご利用
いただける
決済手段

クレジット
カード決済

コンビニ
決済

ネットバンク
（24時間受付可能）

（受付可能な寄付方法：都度寄付／継続寄付）

銀行振込・口座振替

個人・団体の皆様は
インターネットより
お申込みください。

（教職員を含む）

〔注〕教職員は給与・賞与引去りのみとなります。

● 記念品（革製コースター）進呈（金額不問。初回寄付者のみ）
● サポートメンバーとして認定し、メンバーバッジを進呈
　 （個人：年額3万円以上、法人・団体：年額20万円以上）
● オリジナルグッズ進呈（個人のみ。年額5万円以上）
● 芳名録への掲載（匿名希望者を除きます。）
● 銘板の設置（匿名希望者を除きます。後日作成予定）

ご寄付いただいた皆様への
顕彰・特典



募 集 事 業（大阪工業大学へのご寄付）

　学校運営支援事業
本学が進める教育研究活動等をご支援いただく募金です。諸活動に必要な経費に充当します。

　プロジェクト支援事業
　推進プロジェクト
①OITグローバル人材育成プロジェクト

専門的技術や知識を持ち、異文化の中で業務が遂行できる
時代が求めるグローバル人材を育成します。

　対象プロジェクト 
国際PBLプログラム、海外研究支援プログラム、
交換留学、海外インターンシップ支援　ほか

②OIT学生チャレンジプロジェクト
学生が主体となって取り組み、様々な課題にチャレンジすることで
計画力、実践力、技術力、課題解決能力、コミュニケーション力を培い、
新しい知的・技術的創造を目指す開拓者精神にあふれた、心身ともに
たくましい専門職業人を育成します。

　対象プロジェクト
人力飛行機プロジェクト、ソーラーカープロジェクト、
学生フォーミュラプロジェクト、ロボットプロジェクト、
ロボカップ＠ホームリーグプロジェクト、Hirathon、
知財PR隊プロジェクト

③OIT地域連携推進プロジェクト
本学の知的・人的資源を活用し、地域・社会の課題解決に取り組む
とともに本学の教育・学術研究機能を高め、地域・社会の発展と
人材育成に寄与します。

　対象プロジェクト
奈良県川上村・十津川村地域活性化プロジェクト、
大阪市旭区・枚方市等連携推進プロジェクト、
梅田キャンパス地域連携プロジェクト

　奨学金充実事業
寄付金を基金とし、運用果実を奨学金として経済的に困窮する在学生に給付します。

　キャンパス整備事業
大学におけるキャンパスの整備費に充当します。

　課外活動支援事業
クラブ活動を支援します。指定の団体（学校公認の団体に限る）の活動資金とします。

体育会本部
陸上競技部
柔道部
剣道部
空手道部
北道院拳法部
洋弓部
ラグビー部
ボクシング部
サッカー部
ハンドボール部
バレーボール部
バスケットボール部
卓球部
バドミントン部
硬式庭球部
軟式庭球部
硬式野球部
漕艇部
準硬式野球部

水上競技部
航空部
アイスホッケー部
自動車部
クライミングスポーツ部
ワンダーフォーゲル部
合気拳法部
体操部
ゴルフ部
サイクリング部
スキー部
カヌー部
アメリカンフットボール部
ソフトボール部
テコンドー部
フットサル部
合気道部
ストリートダンス部
情報科学部軟式野球部

文化会本部
土木文化研究部
建築文化研究部
電気科学研究部
機械工学研究部
応用化学研究部
電子工学研究部
知財推進部
生命工学研究部
環境工学研究部
美術部
写真研究部
演劇部
茶道部
ユースホステル部
鉄道研究部
将棋部
漫画研究部
天文学研究部
E.S.S.（English Speaking Society）
書道部
城北水辺クラブ

軽音楽部
マンドリン部
フォークソング部
ウインドアンサンブル
OCF軽音楽部
コーラス部
空間デザイン研究部
OIT梅田ボランティア部
梅田ロボットプログラミング部
デザイン思考実践研究部
ピアノの会
イベントクリエイター部
H×Sコンピュータ部
Creative NG
Creative Sound Lab.
情報科学部軽音部
ubiquitous Robot Lab.
ジャグリングクラブ
Visual Acanthus Creation
情報科学部文化表現部
情報科学部写真部
情報科学部映画研究部
模型部

文化会クラブ体育会クラブ

城北祭実行委員会
茶屋町祭実行委員会
北山祭実行委員会
應援團

ボランティア・Link.
陶芸部
国際友好部
留学生友好会

その他諸団体

（2022年4月1日現在）

<インターネット申込みの場合は不要です>
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学校法人　常翔学園
三菱UFJ銀行　京阪京橋支店　普通No.0512550

学校法人　常翔学園

1 1 8 7 6 0

三菱UFJ銀行　京阪京橋支店　普通No.0512550
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※特定の対象プロジェクトを指定して寄付をご希望の場合は、申込みの際に当該プロジェクト名を自由記入欄にご記入ください。

◉書面によるお申込み
※個人・団体・法人（企業）のみ。教職員はご利用できません。

・右記の寄付申込書（ホームページからも出力できます）に必要事
項をご記入のうえ、本学園創立100周年記念事業事務室にご送
付（郵送またはFAX）ください。

・寄付金は、付属の払込取扱票に必要事項をご記入のうえ、各金融
機関でお振り込みください。お申込み・入金の双方の確認後、領
収書を発行します。

・但し、法人（企業）の皆様は申込様式が異なりますので、同封の
「法人用申込書」をご利用ください（ホームページからも出力で
きます）。

・付属の払込取扱票をご利用のうえ、郵便局（郵便振替）、三菱UFJ
銀行からお振込いただく場合、振込手数料は無料です。
ただし、郵便局でかつ、現金でお振り込みいただく場合は加算料
金110円が寄付者様に請求されますのでご注意ください。

・上記以外の金融機関からお振込みいただく際や、付属の払込取
扱票を使用されなかった際に発生する手数料は、寄付者様のご
負担となりますので、ご了承くださいますようお願いいたします。

【連絡・送付先】
〒535-8585 大阪市旭区大宮5-16-1
学校法人常翔学園　創立100周年記念事業事務室
TEL：06-6954-4789　FAX：06-6954-6481
《振込先口座（インターネット・書面によるお申込み共通）》
 ・三菱UFJ銀行　京阪京橋支店

普通　口座番号　0512550
学校法人常翔学園　理事長　西村 泰志

（ガッコウホウジンジョウショウガクエン　リジチョウ　ニシムラヤスシ）

 ・郵便局　郵便振替　口座記号番号 00960-9-118760
学校法人常翔学園（ガッコウホウジンジョウショウガクエン）

スマートフォン・タブレット・
パソコン対応で、
クレジットカード・
コンビニ支払いなど
多彩な決済方法を
用意しています。
※法人の皆様は書面によるお申込みのみとなります。

必ずお申込み（インターネットまたは書面）と入金の両方の手続きをお願いいたします。
お申込み手続きがない場合は、事務局にて指定事業が確認できないため、法人指定の
「学園運営支援事業」への寄付として取扱いさせていただきます。
また、領収書発行ができない場合もありますのでご了承ください。

注
意

スマートフォン・タブレット・パソコン対応

https://www.josho.ac.jp/100th/donations/URL

お申込みは、学園創立100周年記念サイトから

ご利用
いただける
決済手段

クレジット
カード決済

コンビニ
決済

ネットバンク
（24時間受付可能）

（受付可能な寄付方法：都度寄付／継続寄付）

銀行振込・口座振替

個人・団体の皆様は
インターネットより
お申込みください。

（教職員を含む）

〔注〕教職員は給与・賞与引去りのみとなります。

● 記念品（革製コースター）進呈（金額不問。初回寄付者のみ）
● サポートメンバーとして認定し、メンバーバッジを進呈
　 （個人：年額3万円以上、法人・団体：年額20万円以上）
● オリジナルグッズ進呈（個人のみ。年額5万円以上）
● 芳名録への掲載（匿名希望者を除きます。）
● 銘板の設置（匿名希望者を除きます。後日作成予定）

ご寄付いただいた皆様への
顕彰・特典



募 集 事 業（大阪工業大学へのご寄付）

　学校運営支援事業
本学が進める教育研究活動等をご支援いただく募金です。諸活動に必要な経費に充当します。

　プロジェクト支援事業
　推進プロジェクト
①OITグローバル人材育成プロジェクト

専門的技術や知識を持ち、異文化の中で業務が遂行できる
時代が求めるグローバル人材を育成します。

　対象プロジェクト 
国際PBLプログラム、海外研究支援プログラム、
交換留学、海外インターンシップ支援　ほか

②OIT学生チャレンジプロジェクト
学生が主体となって取り組み、様々な課題にチャレンジすることで
計画力、実践力、技術力、課題解決能力、コミュニケーション力を培い、
新しい知的・技術的創造を目指す開拓者精神にあふれた、心身ともに
たくましい専門職業人を育成します。

　対象プロジェクト
人力飛行機プロジェクト、ソーラーカープロジェクト、
学生フォーミュラプロジェクト、ロボットプロジェクト、
ロボカップ＠ホームリーグプロジェクト、Hirathon、
知財PR隊プロジェクト

③OIT地域連携推進プロジェクト
本学の知的・人的資源を活用し、地域・社会の課題解決に取り組む
とともに本学の教育・学術研究機能を高め、地域・社会の発展と
人材育成に寄与します。

　対象プロジェクト
奈良県川上村・十津川村地域活性化プロジェクト、
大阪市旭区・枚方市等連携推進プロジェクト、
梅田キャンパス地域連携プロジェクト

　奨学金充実事業
寄付金を基金とし、運用果実を奨学金として経済的に困窮する在学生に給付します。

　キャンパス整備事業
大学におけるキャンパスの整備費に充当します。

　課外活動支援事業
クラブ活動を支援します。指定の団体（学校公認の団体に限る）の活動資金とします。

体育会本部
陸上競技部
柔道部
剣道部
空手道部
北道院拳法部
洋弓部
ラグビー部
ボクシング部
サッカー部
ハンドボール部
バレーボール部
バスケットボール部
卓球部
バドミントン部
硬式庭球部
軟式庭球部
硬式野球部
漕艇部
準硬式野球部

水上競技部
航空部
アイスホッケー部
自動車部
クライミングスポーツ部
ワンダーフォーゲル部
合気拳法部
体操部
ゴルフ部
サイクリング部
スキー部
カヌー部
アメリカンフットボール部
ソフトボール部
テコンドー部
フットサル部
合気道部
ストリートダンス部
情報科学部軟式野球部

文化会本部
土木文化研究部
建築文化研究部
電気科学研究部
機械工学研究部
応用化学研究部
電子工学研究部
知財推進部
生命工学研究部
環境工学研究部
美術部
写真研究部
演劇部
茶道部
ユースホステル部
鉄道研究部
将棋部
漫画研究部
天文学研究部
E.S.S.（English Speaking Society）
書道部
城北水辺クラブ

軽音楽部
マンドリン部
フォークソング部
ウインドアンサンブル
OCF軽音楽部
コーラス部
空間デザイン研究部
OIT梅田ボランティア部
梅田ロボットプログラミング部
デザイン思考実践研究部
ピアノの会
イベントクリエイター部
H×Sコンピュータ部
Creative NG
Creative Sound Lab.
情報科学部軽音部
ubiquitous Robot Lab.
ジャグリングクラブ
Visual Acanthus Creation
情報科学部文化表現部
情報科学部写真部
情報科学部映画研究部
模型部

文化会クラブ体育会クラブ

城北祭実行委員会
茶屋町祭実行委員会
北山祭実行委員会
應援團

ボランティア・Link.
陶芸部
国際友好部
留学生友好会

その他諸団体

（2022年4月1日現在）

<インターネット申込みの場合は不要です>
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印裏面の注意事項をお読みください｡(ゆうちょ銀行)（承認番号大第43080号）
これより下部には何も記入しないでください。
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振替払込請求書兼受領証（振込金(兼手数料)受領書）
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ら
な
い
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お
出
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（ゆうちょ銀行）

20
通 常 払 込 料 金
加 入 者 負 担

通常払込
料金加入
者 負 担

3 0 0 0 0

3 0 0 0 0 3 0 0 0 0

0 0 9 6 0 9 1 1 8 7 6 0

学校法人　常翔学園
三菱UFJ銀行　京阪京橋支店　普通No.0512550

学校法人　常翔学園

1 1 8 7 6 0

三菱UFJ銀行　京阪京橋支店　普通No.0512550

様

0 0 9 6 0 9

学校法人　常翔学園 学校法人　常翔学園

0 0 9 6 0 9 1 1 8 7 6 0 9 1 1 8 7 6 0

三菱UFJ銀行　京阪京橋支店　普通No.0512550 三菱UFJ銀行　京阪京橋支店　普通No.0512550

0 0 9 6 0

電信扱い

口 座 記 号 番 号

印

キ
リ
ト
リ

※特定の対象プロジェクトを指定して寄付をご希望の場合は、申込みの際に当該プロジェクト名を自由記入欄にご記入ください。

◉書面によるお申込み
※個人・団体・法人（企業）のみ。教職員はご利用できません。

・右記の寄付申込書（ホームページからも出力できます）に必要事
項をご記入のうえ、本学園創立100周年記念事業事務室にご送
付（郵送またはFAX）ください。

・寄付金は、付属の払込取扱票に必要事項をご記入のうえ、各金融
機関でお振り込みください。お申込み・入金の双方の確認後、領
収書を発行します。

・但し、法人（企業）の皆様は申込様式が異なりますので、同封の
「法人用申込書」をご利用ください（ホームページからも出力で
きます）。

・付属の払込取扱票をご利用のうえ、郵便局（郵便振替）、三菱UFJ
銀行からお振込いただく場合、振込手数料は無料です。
ただし、郵便局でかつ、現金でお振り込みいただく場合は加算料
金110円が寄付者様に請求されますのでご注意ください。

・上記以外の金融機関からお振込みいただく際や、付属の払込取
扱票を使用されなかった際に発生する手数料は、寄付者様のご
負担となりますので、ご了承くださいますようお願いいたします。

【連絡・送付先】
〒535-8585 大阪市旭区大宮5-16-1
学校法人常翔学園　創立100周年記念事業事務室
TEL：06-6954-4789　FAX：06-6954-6481
《振込先口座（インターネット・書面によるお申込み共通）》
 ・三菱UFJ銀行　京阪京橋支店

普通　口座番号　0512550
学校法人常翔学園　理事長　西村 泰志

（ガッコウホウジンジョウショウガクエン　リジチョウ　ニシムラヤスシ）

 ・郵便局　郵便振替　口座記号番号 00960-9-118760
学校法人常翔学園（ガッコウホウジンジョウショウガクエン）

スマートフォン・タブレット・
パソコン対応で、
クレジットカード・
コンビニ支払いなど
多彩な決済方法を
用意しています。
※法人の皆様は書面によるお申込みのみとなります。

必ずお申込み（インターネットまたは書面）と入金の両方の手続きをお願いいたします。
お申込み手続きがない場合は、事務局にて指定事業が確認できないため、法人指定の
「学園運営支援事業」への寄付として取扱いさせていただきます。
また、領収書発行ができない場合もありますのでご了承ください。

注
意

スマートフォン・タブレット・パソコン対応

https://www.josho.ac.jp/100th/donations/URL

お申込みは、学園創立100周年記念サイトから

ご利用
いただける
決済手段

クレジット
カード決済

コンビニ
決済

ネットバンク
（24時間受付可能）

（受付可能な寄付方法：都度寄付／継続寄付）

銀行振込・口座振替

個人・団体の皆様は
インターネットより
お申込みください。

（教職員を含む）

〔注〕教職員は給与・賞与引去りのみとなります。

● 記念品（革製コースター）進呈（金額不問。初回寄付者のみ）
● サポートメンバーとして認定し、メンバーバッジを進呈
　 （個人：年額3万円以上、法人・団体：年額20万円以上）
● オリジナルグッズ進呈（個人のみ。年額5万円以上）
● 芳名録への掲載（匿名希望者を除きます。）
● 銘板の設置（匿名希望者を除きます。後日作成予定）

ご寄付いただいた皆様への
顕彰・特典



募 集 事 業（大阪工業大学へのご寄付）

　学校運営支援事業
本学が進める教育研究活動等をご支援いただく募金です。諸活動に必要な経費に充当します。

　プロジェクト支援事業
　推進プロジェクト
①OITグローバル人材育成プロジェクト

専門的技術や知識を持ち、異文化の中で業務が遂行できる
時代が求めるグローバル人材を育成します。

　対象プロジェクト 
国際PBLプログラム、海外研究支援プログラム、
交換留学、海外インターンシップ支援　ほか

②OIT学生チャレンジプロジェクト
学生が主体となって取り組み、様々な課題にチャレンジすることで
計画力、実践力、技術力、課題解決能力、コミュニケーション力を培い、
新しい知的・技術的創造を目指す開拓者精神にあふれた、心身ともに
たくましい専門職業人を育成します。

　対象プロジェクト
人力飛行機プロジェクト、ソーラーカープロジェクト、
学生フォーミュラプロジェクト、ロボットプロジェクト、
ロボカップ＠ホームリーグプロジェクト、Hirathon、
知財PR隊プロジェクト

③OIT地域連携推進プロジェクト
本学の知的・人的資源を活用し、地域・社会の課題解決に取り組む
とともに本学の教育・学術研究機能を高め、地域・社会の発展と
人材育成に寄与します。

　対象プロジェクト
奈良県川上村・十津川村地域活性化プロジェクト、
大阪市旭区・枚方市等連携推進プロジェクト、
梅田キャンパス地域連携プロジェクト

　奨学金充実事業
寄付金を基金とし、運用果実を奨学金として経済的に困窮する在学生に給付します。

　キャンパス整備事業
大学におけるキャンパスの整備費に充当します。

　課外活動支援事業
クラブ活動を支援します。指定の団体（学校公認の団体に限る）の活動資金とします。

体育会本部
陸上競技部
柔道部
剣道部
空手道部
北道院拳法部
洋弓部
ラグビー部
ボクシング部
サッカー部
ハンドボール部
バレーボール部
バスケットボール部
卓球部
バドミントン部
硬式庭球部
軟式庭球部
硬式野球部
漕艇部
準硬式野球部

水上競技部
航空部
アイスホッケー部
自動車部
クライミングスポーツ部
ワンダーフォーゲル部
合気拳法部
体操部
ゴルフ部
サイクリング部
スキー部
カヌー部
アメリカンフットボール部
ソフトボール部
テコンドー部
フットサル部
合気道部
ストリートダンス部
情報科学部軟式野球部

文化会本部
土木文化研究部
建築文化研究部
電気科学研究部
機械工学研究部
応用化学研究部
電子工学研究部
知財推進部
生命工学研究部
環境工学研究部
美術部
写真研究部
演劇部
茶道部
ユースホステル部
鉄道研究部
将棋部
漫画研究部
天文学研究部
E.S.S.（English Speaking Society）
書道部
城北水辺クラブ

軽音楽部
マンドリン部
フォークソング部
ウインドアンサンブル
OCF軽音楽部
コーラス部
空間デザイン研究部
OIT梅田ボランティア部
梅田ロボットプログラミング部
デザイン思考実践研究部
ピアノの会
イベントクリエイター部
H×Sコンピュータ部
Creative NG
Creative Sound Lab.
情報科学部軽音部
ubiquitous Robot Lab.
ジャグリングクラブ
Visual Acanthus Creation
情報科学部文化表現部
情報科学部写真部
情報科学部映画研究部
模型部

文化会クラブ体育会クラブ

城北祭実行委員会
茶屋町祭実行委員会
北山祭実行委員会
應援團

ボランティア・Link.
陶芸部
国際友好部
留学生友好会

その他諸団体

（2022年4月1日現在）

<インターネット申込みの場合は不要です>
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印裏面の注意事項をお読みください｡(ゆうちょ銀行)（承認番号大第43080号）
これより下部には何も記入しないでください。
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振替払込請求書兼受領証（振込金(兼手数料)受領書）
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20
通 常 払 込 料 金
加 入 者 負 担

通常払込
料金加入
者 負 担

3 0 0 0 0

3 0 0 0 0 3 0 0 0 0

0 0 9 6 0 9 1 1 8 7 6 0

学校法人　常翔学園
三菱UFJ銀行　京阪京橋支店　普通No.0512550

学校法人　常翔学園

1 1 8 7 6 0

三菱UFJ銀行　京阪京橋支店　普通No.0512550
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学校法人　常翔学園 学校法人　常翔学園
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三菱UFJ銀行　京阪京橋支店　普通No.0512550 三菱UFJ銀行　京阪京橋支店　普通No.0512550
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※特定の対象プロジェクトを指定して寄付をご希望の場合は、申込みの際に当該プロジェクト名を自由記入欄にご記入ください。

◉書面によるお申込み
※個人・団体・法人（企業）のみ。教職員はご利用できません。

・右記の寄付申込書（ホームページからも出力できます）に必要事
項をご記入のうえ、本学園創立100周年記念事業事務室にご送
付（郵送またはFAX）ください。

・寄付金は、付属の払込取扱票に必要事項をご記入のうえ、各金融
機関でお振り込みください。お申込み・入金の双方の確認後、領
収書を発行します。

・但し、法人（企業）の皆様は申込様式が異なりますので、同封の
「法人用申込書」をご利用ください（ホームページからも出力で
きます）。

・付属の払込取扱票をご利用のうえ、郵便局（郵便振替）、三菱UFJ
銀行からお振込いただく場合、振込手数料は無料です。
ただし、郵便局でかつ、現金でお振り込みいただく場合は加算料
金110円が寄付者様に請求されますのでご注意ください。

・上記以外の金融機関からお振込みいただく際や、付属の払込取
扱票を使用されなかった際に発生する手数料は、寄付者様のご
負担となりますので、ご了承くださいますようお願いいたします。

【連絡・送付先】
〒535-8585 大阪市旭区大宮5-16-1
学校法人常翔学園　創立100周年記念事業事務室
TEL：06-6954-4789　FAX：06-6954-6481
《振込先口座（インターネット・書面によるお申込み共通）》
 ・三菱UFJ銀行　京阪京橋支店

普通　口座番号　0512550
学校法人常翔学園　理事長　西村 泰志

（ガッコウホウジンジョウショウガクエン　リジチョウ　ニシムラヤスシ）

 ・郵便局　郵便振替　口座記号番号 00960-9-118760
学校法人常翔学園（ガッコウホウジンジョウショウガクエン）

スマートフォン・タブレット・
パソコン対応で、
クレジットカード・
コンビニ支払いなど
多彩な決済方法を
用意しています。
※法人の皆様は書面によるお申込みのみとなります。

必ずお申込み（インターネットまたは書面）と入金の両方の手続きをお願いいたします。
お申込み手続きがない場合は、事務局にて指定事業が確認できないため、法人指定の
「学園運営支援事業」への寄付として取扱いさせていただきます。
また、領収書発行ができない場合もありますのでご了承ください。

注
意

スマートフォン・タブレット・パソコン対応

https://www.josho.ac.jp/100th/donations/URL

お申込みは、学園創立100周年記念サイトから

ご利用
いただける
決済手段

クレジット
カード決済

コンビニ
決済

ネットバンク
（24時間受付可能）

（受付可能な寄付方法：都度寄付／継続寄付）

銀行振込・口座振替

個人・団体の皆様は
インターネットより
お申込みください。

（教職員を含む）

〔注〕教職員は給与・賞与引去りのみとなります。

● 記念品（革製コースター）進呈（金額不問。初回寄付者のみ）
● サポートメンバーとして認定し、メンバーバッジを進呈
　 （個人：年額3万円以上、法人・団体：年額20万円以上）
● オリジナルグッズ進呈（個人のみ。年額5万円以上）
● 芳名録への掲載（匿名希望者を除きます。）
● 銘板の設置（匿名希望者を除きます。後日作成予定）

ご寄付いただいた皆様への
顕彰・特典



常翔学園学校
法人

学園創立100周年記念募金

大阪工業大学

募金趣意書

大阪工業大学への

ご寄付をお考えの皆様へ

学長ご挨拶

　学校法人常翔学園は、1922年にその起源となる関西工学専修学校が、「世のため、
人のため、地域のため、理論に裏付けられた実践的技術をもち、現場で活躍できる専
門職業人を育成する」という建学の精神に基づき創設されて以来、2022年に記念すべ
き学園創立100周年を迎えます。この建学の精神は、1949年の大阪工業大学開学以降
も、その教育の理念に引き継がれ、「社会・時代の要請に応え、専門学術の基礎と実践
的応用力を身に付けるとともに、広い視野と豊かな人間性を涵養し、新しい知的・技
術的創造を目指す開拓者精神にあふれた、心身ともにたくましい専門職業人を育成す
る」ことに努めてまいりました。
　さて、我が国においても、Society 5.0の実現に向けての様々な取り組みが現在進行
形で実施されています。その実現に際しては、社会的課題を認識したうえで、IoT、ロボッ
ト、AIやデータサイエンスなどの最先端の技術と知識を駆使して社会に貢献できる技
術者を育成することがますます重要となってきます。本学は、工学部、ロボティクス
＆デザイン工学部、情報科学部、知的財産学部を有し、2021年度には、情報科学部に
5番目の学科「データサイエンス学科」を開設いたしました。これを契機に学部間の有
機的繋がりをさらに深め、今後も「主体的に行動できる専門職業人の育成」に努めて
いくとともに、従来から取り組んでいる “卒業時における質保証” をさらに進めるこ
とにより、新たな時代に貢献できる人材の継続的な輩出を目指していく所存です。
　また、現在は予測不可能な時代とも言われています。異常気象を含む様々な自然災
害や新型コロナウィルスの蔓延による社会・経済活動の停滞など、大学や学生ならび
にその保護者の方々を取り巻く環境にも日々変化が生じています。少子化により大学
進学者が減少していく将来において、財政基盤をしっかりと整えたうえで、教育・研
究活動を進め、優秀な卒業生を輩出し続けることが本学に課せられた使命と考えてお
ります。
　もちろん、大学としての自助努力を継続していくことは当然の義務と考えておりま
すが、本学の使命を永続的に果たしていくためには、卒業生・修了生をはじめとする
本学関係各位からのご支援が不可欠でございます。厳しい社会情勢のもと、甚だ勝手
なお願いとなり恐縮ではございますが、大阪工業大学の一層の発展・充実に向けてご
支援・ご高配を賜りますようお願い申し上げます。

大阪工業大学

学長　

■寄付金に対する税制上の優遇措置
◉個人の場合

●税額控除
寄付金額から2千円を引いた額の40％が税額控除対象額とな
ります。税率に関係なく所得税額から控除されるため、ほとん
どのご寄付について、つぎの所得控除より減税効果が大きく
なります。

●所得控除（特定公益増進法人に対する寄付金）
所得控除を行った後に税率を掛け、所得税額を算出します。
所得金額に比べて寄付金額が大きい場合には、税額控除より
減税効果が大きくなります。

※1 翌年の確定申告で「税額控除」「所得控除」のいずれかを選択でき
ます。

※2 2千円以下の寄付金は、寄付金控除の対象とはなりません。
※3 税法は変更されることがありますので、国税庁のホームページ

をご確認ください。

●個人住民税の寄付金税額控除
個人が本学園に寄付した場合、ご住所により確定申告を行う
ことで、左記の税額控除・所得控除のほか、個人住民税の控
除を受けることができる場合があります。個人住民税には、
①都道府県民税と②市町村民税の2種類があります。
主な本学園の控除については以下の表（2022年4月1日現在）
のとおりです。

◉法人（企業）の場合
※寄付申込時に次のいずれかをご選択ください。

●受配者指定寄付金
日本私立学校振興・共済事業団を経由して本学園に寄付することで、
寄付金の全額を当該事業年度の損金に算入することができます。この
適用を受けるには、本学園宛の寄付申込書とともに同封の同事業団宛
の寄付申込書〔様式1-1〕もご送付ください（送付は本学園へお願いい
たします。本学園から同事業団へ転送します）。
なお、この場合、同事業団から寄付金受領書（領収書）が発行されま
すが、発行までには本学園へのご入金から約1か月半～2か月程度を
要します（受領書の発行日は本学園から同事業団へ寄付金を転送し
た日付となります）。このため、決算月にご寄付をお考えの際は、以下の
お問い合わせ先まで事前（決算月の前月20日まで）にご相談ください。

●特定公益増進法人に対する寄付金
本学園は、寄付金募集について、文部科学省から特定公益
増進法人の証明書交付を受けています。法人等から本学園
への直接の寄付につき、損金算入限度額内※で損金に算入
することができます。損金算入手続きにあたっては、本学
園が入金確認後に発行・送付する領収書と特定公益増進法
人証明書（写）が必要です。

※（資本金の金額×0.375％＋当期所得金額×6.25％）×1/2

上記以外については、寄付金控除の取り扱いが異なりますので、居住
している都道府県・市区町村の条例・HP等でご確認いただきますよう
お願い申し上げます。

①都道府県民税 ②市町村民税
居住地 控除 居住地 控除居住地 控除
大阪府 ○
京都府 ×
広島県 ○

大阪府大阪市 ○ 広島県広島市 × 
大阪府寝屋川市 ○ 広島県呉市 ○
大阪府枚方市 ○ 広島県東広島市 ○
京都府八幡市 ×

《お問い合わせ先》
学校法人常翔学園 創立100周年記念事業事務室

〒535-8585 大阪市旭区大宮5-16-1
電 話（06）6954-4789　FAX（06）6954-6481

E-mail：Jigyo@josho.ac . jp
HP：https ://www.josho.ac . jp/100th/donations/

学園創立100周年記念募金　募集事業一覧

各事業の詳細は
中面をご覧ください。

キャンパス整備事業
キャンパスの整備にご寄付いただくことができます。

学校運営支援事業
教育・研究をはじめ学校運営全般にご寄付いただく
ことができます。

プロジェクト支援事業
学内のプロジェクト活動をご支援いただくことができます。

課外活動支援事業
クラブ活動をご支援いただくことができます。

奨学金充実事業
学生を支援する奨学金としてご寄付いただくことが
できます。

学園創立100周年記念募金のご案内

❖ 寄付金の募集目的及び使途 ❖

❖ 寄付金の募集目標額及び対象 ❖

❖ 寄付金の募集期間 ❖

［目的］ 学園創立100周年を記念して、教育および研究の振興・充実を図るため

［使途］ 教育および研究の振興・充実を図るための経費ならびに設備機器等の取得費用に充当　

［募金目標額］ ［募金対象］ 趣旨に賛同する個人、法人及び団体20億円

2019年4月1日～2023年3月31日

受付銀行へのお願い お払込みについて
1．受付日付欄に、必ず４票とも領収印を押してく  

 ださい。

2．振込金受領書（払込金受領証）は、払込人にお  

 渡しください。

3．振込通知書と払込票を、至急指定銀行とりまと  

 め店に送付してください。

4．振込人氏名の他に記載の管理番号も電信してく  

 ださい。

（指定銀行とりまとめ店）

　・三菱UFJ銀行　京阪京橋支店　普通0512550

1． この払込用紙は、郵便局・銀行の 
 どちらでもご利用いただけます。
2． ＡTM（現金自動預払機）による 
 お払込みはしないでください。
3． この払込用紙は、払込内容を明記 
 した受領証を保管願うため、特に 
 ４連式で承認を受けたものです。 
 お払込みの際は、必ず４連とも金 
 額、氏名をご記入のうえ、郵便局 
 又は銀行へお出しください。
4． この払込用紙で、郵便局又は左記 
 の指定銀行の本支店をご利用にな 
 れば払込手数料はいりません。

 （その他の銀行からのお振込みの場合 
 は、所定の手数料が必要です。）

（ご注意）
・この用紙は、機械で処理します
ので、金額を記入する際は、枠内
にはっきりと記入してください。
また、本票を汚したり、折り曲げ
たりしないでください。
・この用紙は、ゆうちょ銀行又は
郵便局の払込機能付きＡＴＭでも
ご利用いただけます。
・この払込書を、ゆうちょ銀行又
は郵便局の渉外員にお預けになる
ときは、引換えに預り証を必ずお
受け取りください。
・ご依頼人様からご提出いただき
ました払込書に記載されたおとこ
ろ、おなまえ等は、加入者様に通
知されます｡
・この受領証は、払込みの証拠と
なるものですから大切に保管して
ください。

印

収入印紙

課税相当額以上
貼　　　付

この場所には、何も記載しないでください。
（2022.04）


